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科目名 
 

社会調査法B 

対象学科・学年 
  文学部コミ2回生  
 人間人社2回生  
   
  
  

担当者 
 

井上 徹 

授業テーマ 
  社会現象を科学的に探求する 
授業の概要と目標 
社会調査で得られたデータを如何に分析し、解釈するかを、具体的な事例と実習を交えて講義する。まず量的分

析の基本である単純集計から始まり、母集団と標本の考え方、それに基づく推定、2つの群を比較する方法。特に

社会調査でよく使用されるクロス表の使用法について詳述する。さらに質的データの分析方法についても述べる。

評価方法 
 出席（３０％）＋レポート（３０％）＋筆記テスト（６０％） 

 

テキスト 
 図解アンケ－ト調査と統計解析がわかる本 

著者 
酒井 隆  

出版社 
ミネルヴァ書房  

参考書 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

１． データ分析の考え方    計数値、計量値      
２．データの整理と集計（１） 単純集計 
３．データの整理と集計（２） グループ別集計 
４．推定と検定（１）     母集団の推定  
５．推定と検定（２）     統計的検定の意味 
６．クロス表の分析（１）   ２つの群の比較 
７．クロス表の分析（２）   比率の差の検定 
８．クロス表の分析（３）   エラボレーション 
９．関連の強さ（１）     相関関係 

１０．関連の強さ（２）      関連性係数 
１１．因果関係を考える（１）   因果分析 
１２．因果関係を考える（２）   パス解析 
１３．質的データの分析（１）   質的データの整理方法 
１４．質的データの分析（２）   ドキュメント分析 
１５．まとめ           分析結果の考察について  

 


